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何異性体（trans-stilbene, cis-stilbene（Fig. 1））の比較により分子形状の効果を調べた。 
1,2-Dipalmitoyl-sn-glycero-3-phosphocholine（DPPC）（Fig. 1）の秩序だったゲル（L’）相から乱
れた液晶（L）相への相転移（Fig. 2）は、スチルベンの添加により相転移温度が低下した（Fig. 3）。
L’－L相転移温度は trans-体よりも cis-体の方が約 3 ℃低かった。1-Palmitoyl-2-oleoyl-sn-glycero- 
3-phosphoethanolamine（POPE）の L相から逆ヘキサゴナル（HII）相への転移でも同様にスチルベ
ン添加に伴って相転移温度が低下したが（Fig. 2、Fig. 3）、trans-体添加と cis-体添加の場合の相転移温










料を cis-体へ異性化させることにより、等温での光誘起相転移の実現を試みた。DPPC の L’－L相転
移は、L’相中でのスチルベンの光異性化効率が低いために光により誘起されなかった。一方で、POPE
の L相におけるスチルベン異性化効率は約 60%と高収率であったことから、L－H相転移はスチルベ
ンの trans→cis 光異性化により光誘起された（Fig. 4）。しかし、照射後の試料には trans-体が約 40%
残存しており、系は H相と L相の共存状態であった。 












3. Influences of nanoscale rippled structure at a lipid vesicle surface on macroscopic physical 
















DPPC ま た は 1,2-dimyristoyl-sn-glycero- 
3-phosphocholine（DMPC）を水に分散させてでき
Figure 3 cis-stilbene、または trans-stilbene を 
添加した DPPC、POPEの相転移温度（Tm, Th） 
の純系からの変化量 
 


























Figure 6 DMPCと Cholesterol の化学構造 
Figure 5 飽和 PC脂質の相転移 
たベシクル懸濁液は、加熱に伴い L’相→P’相→L相の順に相転移を起こすが（Fig. 5）、どちらの試料







は、周期の変調についても検討を行った。飽和 PC 脂質は、加熱時（L’相→P’相）には周期約 14 nm
程度の波打ち構造を形成する P’(s)相をとるが、冷却時（L相→P’相）には周期が二倍の P’(l)相を経
由する（Fig. 8b）[10]。P’(l)相は準安定であるため通常は徐々に P’(s)相へ緩和してしまうが、枝分か








Figure 7 (a) DPPC、(b)DMPC、(c)DPPC + 20 mol%Cholesterol 懸濁液のせん断粘度の温度依存性 
（P’相の温度領域を網掛けで表示、→は加熱または冷却を示す。破線は純水のせん断粘度。） 







































とに成功した（Fig. 11）。一般的に、DNAは PLLとの静電的な相互作用によって coil状態から凝縮し





Figure 9 DNA origamiの形成機構 
Figure 10 (a)PLL の monolayer、(b)PLL－staples－
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